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口
組立て方ィラストはEHN2WD-80ですが、他の品番も同じ要領で組立ててください。

nシェルフ取付けの位置決め
ポールに刻まれた溝がシェルフの位置になります。
それぞれのポールに同じ高さの印を付けると組立てやすくなります。

※高さを合わせる目安として、 等間隔に二重線が付いています。
※二重線のとごろは二重線の上側に印をつけてください。

口ポールの連結
ポールについているジョイントをジョイント受け部分に
ねじ込みます。
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ジョイント受け部分

か注意
ルを連結する時は、
けてください。斜め1

ジョイントがポールに入
す。

＆注意
ポールの連結部にスリ ープを取付け
ないでください。

日ハンガーポールの取付け
ハンガーポールのフックをシェルフに取付けます。外側から内側に向け
て引っ掛けます。最後に仮締めしたネジとワッシャーをしっかり締めてく
ださい。

田有孔ボー ドの取付け
有孔ボー ドを取付ける時はポールにかぶせるように取付けます。

日ポールにキャスタ ーを取付ける場合
下部ポールからアジャスタ ーを取外し、キャスタ ーを取付けます。
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③スパナでキャスタ ーを
締め付けます。

スパナ

日各段のシェルフの取付け
日と同じ要領でスリー ブをポールに取付け、各段のシェルフを
取付けます。

※イラストは最上段のシェルフです。
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回 s字フックの取付け
s字フックを任意のシェルフに取付けます。
その時に、シェルフの一番上のワイヤ ーに引っ掛けてください。

s字フック

｛
心注意

ワイヤ ー の一番上に
かけてください。

日スリ ーブの取付け
スリ ーブをポールの溝にはまるように取付けます。
取付けた後、スリーブが上下に動かないごとを確認します。
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＇ • • ＆注意
會 このマークが上になるように

TOP取付けます。

※詳しくは「スリーブの取付け方」を参漁してください。

囚シエルフの固定
ソェルフの外側のワイヤ ーを持って、確実に押し込みます。
その場合中のワイヤ ーに力を加えたリ、ワイヤ ーをたたくようなこと
はお止めください。

口シェルフの取付け
シェルフのそれぞれのリングに、スリー ブを取付けたポールを
差し込みます。
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ストッパー付きキャスター

心）注意
設置する時は、ストッパー付きキャスターが
手前になるようにしてください。

＆ ※詳しくは「シTルフの取付け方」を参照してください。

田ハンガーポールのフックの取付け
ハンガーポールに付いているネジとワッシャーをはずしてください。
はずしたネジとワッシャーでハンガーポールにフックを仮締めします。
※フックの向きに注意してください。
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ネジとワッシャーはハ
ンガー ポールに付い
ています。部吊袋には
入っていませんので
注憲してください。

ハンガーポール フック
ワッシャー

ネジ
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＆注意
ポールにかぶせるよう
にしてください。

田完成
シェルフの位置は
自由に調節出釆ます。

ストッパー付きキャスタ ー

ロックの仕方

ストッパーを矢印の方向に押し下げると
キャスターがロックされます。
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片方のスリ ーブを
セットします。
この時スリ ー ブ内側
の凸部分がポ ー ルの
溝に合うようにセットし
てください。
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もう片方のスリ ーブ
をセットします。

①と同様に取り付
けます。スリ ー ブ
の凸部分が溝に
セットされ、ズレ
ないことを確認し
てください。
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取付け完了！
スリ ー ブがきちんセット
された状態でも隙問が
ありまg。

手で押込む。
スリ ーブは、 シI)にフ類のリングの
下からはみでます。

I アジャスタ ーについて 11 緩衝材について I 
アジャスタ ーを回して、全ての脚が接地するように調整してリングについているプラスチック部品は輸送時にシェルフを
ください。その後、必ず本体が水平になっていることをご確固定するためのものです。
認ください。 ※組立てには必要ありません。
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